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また，「止」「30 cm/分」「45 cm/分」「60 cm/分」の 4 種類の速

さから考えられる差の組み合わせは 6 通りで，対応する

速さの差（□数字）は次のように決定します。 30 cm/分
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グラフの距離の数値は不明ですが，5 分間の速さの差の

変化は比（□数字）を使って表すと次のようになります。

A と B の速さの変化の組み合わせは次のように決まり，

A と B が逆の場合と     の組み合わせが逆のものも含め

ると全部で 4 通りあります。答えは 〈12314〉，〈23411〉，
〈42311〉，〈13412〉 です。
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　移動 1 では 12 分間で 10 m 進み，移動 2 では点 B と一緒に 360÷60＝6 度 /分，

移動3では点Cと一緒に360÷180＝2度 /分 の速さで進みます。①の12分間では，

点 B は円 X の周上を 6×12＝72 度進み，①から③までの 12＋8＋12＝32 分間で

は，点 C は円 Y の周上を 2×32＝64 度進んでいるので，移動開始時の点 B と点

C の位置は右図のようになります。

（答え）（1）

（次のページに続く）
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→ 4×□＝360－144＝216（度） → □＝216÷4＝54（分） → ④の角度は 2×54＝
108 度だとわかります。①から⑦までで，点P の動く道のりは

10＋20×3.14×       ＋10＋40×3.14×       ＋10＋20×3.14×       ＋10

 ＝10×4＋     ×3.14×2＋12×3.14＝40＋17×3.14＋     ×3.14

＝40＋53.38＋1.0466…＝94.4266… → 四捨五入すると 94.4 m になります。
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　（右図）②の角度は 6×8＝48 度で，（1）の位置関係のとき，点 C は点 B よりも

72＋48－64＝56 度先にいます。 → 点 B が点 C よりも 360－56＝304 度先にいる。

→ 点 B と点 C が並んでいる現在よりも 304÷（6－2）＝76 分後にすればよい。

　④の時間を□分とすると，点 P は点 C と一緒に 2×□（度）進みます。③から⑤の

時間は□＋24（分間）で，点 B は 6×□＋6×24（度）進みます。点 B と点 C の進ん
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だ角度の差は 360 度なので，式にあらわすと

　6×□＋6×24＝2×□＋360
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3 枚×□人 ＋ 8 枚×△人＝165 枚
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　   10 円玉と 5 円玉と 1 円玉で

28 円を作る方法は次の 4 通りあ

ります。

　前問より，28 円を作るとき，1
円玉は 3枚か 8枚のいずれかです。□＋△＝40人なので，

次のつるかめ算の計算をするとよい。

　1 円玉が 4 枚，5 円玉が 1 枚，10 円玉が 4 枚，50 円玉

が 1 枚，100 円玉が 1 枚で合計 11 枚になり，199 円がルー

ル 3 を守ることができない一番低い金額です。

規則を考えながら表を完成させるとよいでしょう。何通

りであるかは上から 3→5→7→9→9→7→5→3→1 と奇

数が並びます。 （次のページに続く）
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②

（2）①

（1）（ア）

△＝（165－3×40）÷（8－3）＝45÷5＝9 人です。これが

表の ※ の生徒の人数と同じなので，5 円玉を持ってこな

かった生徒数は 9 人です。

　   389 円を作るには，最低でも 100 円玉が 3 枚，50 円

玉が 1 枚，10 円玉が 3 枚，5 円玉が 1 枚，1 円玉が 4 枚で，

3＋1＋3＋1＋4＝12 枚が必要で，ルール 3 を守れない。
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また，イの場合はどれも 3 ずつ増えています。

この問題では，X，Y，Z で同じ数だけを増やした位置

に光が向かうことがわかります。窓穴 1 と 2 の 8 つの角

の光の先の位置をまとめると次のようになります。

10 を作るとどこかの

面に当たるというこ

とです。窓穴の長方

形の各辺は平行なの

で，光の先の図形の

各辺も平行になるよ

うに注意して点を結

んでいきます。展開

図の日のあたってい

る部分は右図のよう

になります。

1 辺を 10 とします。E を基準に X，Y，Z の 3 方向で各

点の位置を考えるとき，E（0，0，0），A（0，0，10）の

ように表せます。窓穴1の4つのかどをア〜エとします。

ア（0，2，3）でこれの光の先が地面の（7，9，10）に当た

ります。X，Y，Z のどれも 7 ずつ増えています。
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先ほどの表で完成した 1〜49 円（★とします）の最低枚数

をもとに，50 円＋（★），100 円＋（★），150 円＋（★），

… と 50 円ずつ増えた金額のときを考えていきます。

例えば，350〜349 円の金額では 350 円＋（★）とし，

350 円の枚数は 4 枚で，それに★が 7 枚以上加えると最

低枚数が 11 枚以上になり，1＋3＋5＝9 通りあります。

同じように考えていくと左の表のように整理できます。

　300 円までの金額では 1＋1＋4＝6 通りです。

　1000 円までの金額では（1＋4＋9）×4＋16×3＋25＝
129 通りになります。
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